第362回Zoological Conference
（第935回 生物科学セミナー）

日時：　7月　18日（水）　16:40-18:10
演者：　大杉美穂　准教授
東京大学医科学研究所癌細胞シグナル分野
演題：　　娘細胞の核形成
-ひとつの核に全染色体を収めるしくみとその重要性ー
　細胞分裂期の初期に核膜が崩壊するopen mitosisにおいては、通常、分裂後期における染色体分配運動が完了した直後に核膜の再形成が起こる。このとき、個々の染色体ではなく分配された一組の染色体すべてを包むように核膜が形成されることが機能的な娘細胞核をつくるために重要であると考えられる。モーター分子Kid/Kinesin-10は分裂期を通して複数の役割を担っているが、分裂後期／終期には “分裂後期染色体コンパクション”と呼ばれる染色体の一塊化を担うことでこの過程に寄与する。本セミナーではKidノックアウトマウス解析を通して得られた上記の知見と共に、その後のライブイメージング観察によって見えてきたマウス初期胚の特性について考察したい。
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